














っ て ､CeNiお よびLaNiの単 結 晶 を作 製 し､ さ らに ､ I-0~lOtorr 台.の
超 高 真 空 中 で ､ 固 相 電 解 に か け た ｡ そ の結 果 ､ 残 留 抵 抗 比 がCe_Ni､L
aNi そ れ ぞ れ で 最 高 180､205の純 良 単 結 晶 を得 る こ とに成 功 した ｡
こ の 純 良 単 結 晶 を用 いて ､横 磁 気 抵 抗 を測 定 した ｡ そ の結 果 ､Ce
Ni､LaNi は と もにcompensated netal で あ る こ と､ たが いの フ ェル
ミ面 0.形 は よ く似 て い て ､ b軸 方 向 に は 閑 軌 道 の 存 在 す る こ とが 分▲
か っ た ｡
ま た ､ 希 土 類 を含 む ホイ ス ラ ー化 合 物 RECu2In(RE;La.Ce.Pr,Ⅳd.
sm) の 単 結 晶 を チ ョコ ラル スキ ー法 に よっ て 作 製 し ､` そ の電 気 的 ､
磁 気 的 性 質 の 研 究 を行 な っ た｡
そ の 結 果 ､CeCu之In は高 濃 度 近 藤 物 質 で あ る こ と､ す べ て の 化 合
物 で 41.2K以 上 に磁 気 転 移 は存 在 しな い こ と､希 土 鶏 イ オ ンは 3価 で
あ る こ とが分 か っ た ｡
2.酸化物高温超伝導体の超伝導の発現機構に関する実験的研究
(酸化物高温超伝導体の熱伝導度)
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Ⅲ 測定方法 : 熱伝導度の測定は定常熟流法により､温度依存性は,1.5-250Kの温度
範囲で､磁場依存性は.0-3kOe(但しGBCOに対してのみ)の磁場範囲で行われた｡













V 結論 :呼 測定された比抵抗より電子熱伝導度f(eを評価したがこの大きさは熱伝導
度の実測値と比べて20%以下である｡② 測定した試料全てにおいて､フォノン熱伝導
度且 ｣の寄与が支配的である｡③ 超伝導を示す物質においてフォノン熱伝導度fegは､
転移温度Tc以上で主に電子による散乱に制限されていて､Tc以下でフォノンー電子散
乱の減少により花gは増大する｡超伝導の発現機構に電子-フォノン相互作用も関与して
いると推定される｡④ CBCOにおいて2.2K以下でのfCgのT3温度依存性はサイズ効
果による寄与が大きい｡⑤ GBCOのfegの磁場変化の結果は､磁気相転移点TN以下
の1.66Kでも超伝導状態にあることを検証し､超伝導相と反強磁性相との共存が確認され
る｡また､下部臨界磁場Hclが確認されたことからIic7以上ではフォノンと磁束線の相
互性星によると思われる熱抵抗が存在する｡◎ YBC06のfC(T)は､遮度範囲は異な
るがT2依存性や60K以上のプラ トー 現象について､アモルファスの低温でのfC(T)と相似
している｡信､酸化物高温超伝導体の化(T)の大きさは､ステンレス鋼とほぼ同じである｡
奇 測定されたすべての試料においてfC(T)は低温でT2依存性を示したが､その散乱機
構に関しては明確に出来ず､今後の研究課題として指摘される｡◎ YBCO了のTc以
下での常伝導状態の熱伝導度fCnを､YBC06のfC(T)を使って見積ることは､散乱横様
の相違があることから出来なかった｡よって､TC以下で直接jCnを測定することにより､
フォノン熱伝導度fC｡の電子による散乱項を定量的に評価し超伝導に対する寄与を調べる
ことは､今後の課題である｡
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